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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 26,482 56.8 678 － 852 － 373 －

2021年３月期 16,889 △33.5 △716 － △702 － △739 －
(注) 包括利益 2022年３月期 1,894百万円( －％) 2021年３月期 △566百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 57.34 － 2.2 2.2 2.6

2021年３月期 △112.89 － △4.4 △2.0 △4.2
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 41,546 21,765 41.6 2,697.94

2021年３月期 34,639 20,277 47.8 2,526.48
(参考) 自己資本 2022年３月期 17,296百万円 2021年３月期 16,555百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 2,510 △1,692 △330 10,902

2021年３月期 454 △1,255 2,035 9,796
　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00 65 － 0.4

2022年３月期 － 5.00 － 15.00 20.00 128 34.9 0.8

2023年３月期(予想) － 15.00 － 25.00 40.00 40.0
　

（注）2023年３月期（予想）配当金の内訳 第２四半期 普通配当５円 創立100周年記念配当10円
期末 普通配当25円

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 13,000 15.5 400 － 400 － 100 － 15.67

通 期 28,000 5.7 1,400 106.3 1,400 64.3 650 73.9 101.82

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名)― 、除外 ―社 (社名)―
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 6,578,122株 2021年３月期 6,578,122株

② 期末自己株式数 2022年３月期 166,975株 2021年３月期 25,211株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 6,519,216株 2021年３月期 6,553,341株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 15,388 56.2 △143 － 159 － 227 －

2021年３月期 9,853 △45.1 △1,174 － △862 － △742 －
　

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 34.85 －

2021年３月期 △113.28 －
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 21,694 13,955 64.3 2,176.77

2021年３月期 20,812 14,009 67.3 2,137.94

(参考) 自己資本 2022年３月期 13,955百万円 2021年３月期 14,009百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
※ 決算補足説明資料の入手方法について
　 決算補足説明資料は2022年５月13日（金）に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が継続する中、各種政策や企

業収益の改善、海外経済の好転もあり、個人消費や設備投資に持ち直しの動きがみられました。

先行きについては、引き続き新型コロナウイルス感染症による影響に加え、ウクライナ情勢、原材料価格・輸送コ

ストの上昇、円安の進行等の懸念材料を抱えつつも、景気回復の動きは継続するものと予測されております。

国内工作機械業界におきましては、主に半導体関連の受注増加により、（一社）日本工作機械工業会公表の2021年

１月～12月における受注総額は15,414億円となり、前年同期間比70.9％増となりました。内需5,103億円（前年同期間

比57.3％増）、外需10,311億円（前年同期間比78.6％増）となり、外需比率66.9％となっております。

当社グループにおきましては、主に日本国内・北米・中国・台湾において需要が増加したことにより、当連結会計

年度の売上高は264億82百万円(前連結会計年度比56.8％増)となり、前連結会計年度に比べ95億93百万円の増収となり

ました。利益につきましては、売上高増加により営業利益は６億78百万円(前連結会計年度は営業損失７億16百万円)、

経常利益は８億52百万円(前連結会計年度は経常損失７億２百万円)、親会社株主に帰属する当期純利益は３億73百万

円(前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失７億39百万円)となりました。
　
所在地セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

日本におきましては、売上高は15,388百万円(前連結会計年度比56.2％増)となり、セグメント損失(営業損

失)は、143百万円(前連結会計年度はセグメント損失（営業損失）1,174百万円)となりました。

② アジア

アジアにおきましては、売上高は12,292百万円(前連結会計年度比52.9％増)となり、セグメント利益(営業利

益)は、809百万円(前連結会計年度比155.8％増)となりました。

③ 北米

北米におきましては、売上高は2,045百万円(前連結会計年度比21.6％増)となり、セグメント利益(営業利益)

は、100百万円(前連結会計年度比618.3％増)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　①資産、負債及び純資産の状況

(流動資産）

当連結会計年度末の流動資産は30,253百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,571百万円(前連結会計年度比

22.6％）増加いたしました。これは主として売上債権、棚卸資産、現金及び預金がそれぞれ、2,011百万円、1,867

百万円、1,706百万円増加したこと等によるものであります。

(固定資産)

当連結会計年度末の固定資産は11,293百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,335百万円(前連結会計年度比

13.4％）増加いたしました。これは主として有形固定資産、投資有価証券、繰延税金資産、無形固定資産がそれぞ

れ、754百万円、282百万円、176百万円、92百万円増加したこと等によるものであります。

(流動負債)

当連結会計年度末の流動負債は15,700百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,460百万円(前連結会計年度比

53.3％）増加いたしました。これは主として仕入債務、その他流動負債、短期借入金(１年以内返済予定の長期借

入金を含む。）、未払法人税等がそれぞれ、3,448百万円、985百万円、746百万円、162百万円増加したこと等によ

るものであります。

(固定負債)

当連結会計年度末の固定負債は4,081百万円となり、前連結会計年度末に比べ40百万円(前連結会計年度比1.0

％）減少いたしました。これは主として繰延税金負債31百万円の増加もありましたが、長期借入金、退職給付に係

る負債がそれぞれ、51百万円、26百万円減少したこと等によるものであります。

この結果、負債の合計は19,781百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,419百万円(前連結会計年度比37.7％）

増加いたしました。

(純資産)

当連結会計年度末の純資産は21,765百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,487百万円(前連結会計年度比7.3
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％）増加いたしました。これは主として自己株式を166百万円取得したことによる減少もありましたが、非支配株

主持分、為替換算調整勘定、利益剰余金がそれぞれ、746百万円、640百万円、245百万円増加したこと等によるも

のであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ1,106百万円増

加し、10,902百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは2,510百万円となり、前連結会計年度に比べ2,055百万円

増加(前連結会計年度は382百万円減少)いたしました。これは主として売上債権の増加額の増加による3,275百万円

の資金収入減、たな卸資産の増加による1,948百万円の資金収入減、その他流動資産の増加額の増加による656百万

円の資金収入減もありましたが、税金等調整前当期純利益の増加による1,521百万円の資金収入増、法人税等の還

付額の増加による90百万円の資金収入増、仕入債務の増減額の増加による4,769百万円の資金支出減、その他流動

負債の増加額の増加による798百万円の資金支出減、未払金の増加額の増加による397百万円の資金支出減、法人税

等の支払額の減少による131百万円の資金支出減があったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは△1,692百万円となり、前連結会計年度に比べ436百万円

減少(前連結会計年度は619百万円減少)いたしました。これは主として投資有価証券の取得による支出の増加によ

る301百万円の資金支出増、有価証券の取得による支出の増加による100百万円の資金支出増、有価証券の償還によ

る収入の減少による100百万円の資金収入減、無形固定資産の取得による支出の増加による64百万円の資金支出増、

有形固定資産の取得による支出の減少による123百万円の資金支出減によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは△330百万円となり、前連結会計年度に比べ2,365百万円

減少(前連結会計年度は2,374百万円増加)いたしました。これは主として短期借入金の増加額の減少による730百万

円の資金収入減、長期借入による収入の減少による449百万円の資金収入減、長期借入金の返済による支出の増加

による1,089百万円の資金支出増によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率(％) 44.7 46.1 50.2 47.8 41.6

時価ベースの自己資本比率(％) 36.5 26.2 20.6 21.6 18.3

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(％)

296.2 151.9 611.8 1,650.9 326.9

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

48.8 95.3 23.3 10.6 36.8

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としていま

　 す。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症については中国など防疫措置が強化された国もあり、

依然収束が見通せない状況に加え、ウクライナ情勢、原材料価格・輸送コストの上昇、円安の進行等の懸念材料を

抱えつつも、新型コロナウイルス危機下での政策効果に支えられた回復から自律的な回復への動きは継続するもの

と思われます。このような見通しのもと、当社では、自動車関連では引き続き足回り部品等での受注を見込む一方

で、今後はＥＶ関連部品での受注拡大を図ってまいります。また少子高齢化、熟練技能者の退職等による労働人口

減少を背景とする無人化・自動化システムに関連した需要を見込むとともに、成長産業分野である半導体製造装置

関連、洋上風力発電関連など新たな需要獲得に向けた取り組みを行ってまいります。

　①目標とする経営指標

当社グループは、永続的な成長と安定的な収益を実現するため、2030年度を目途とする長期経営計画「Vision

2030」におけるグループ経営指標としてＫＧＩ（Key Goal Indicator）を設定し、企業価値の向上に努めてまいり

ます。

〔グループ経営指標（ＫＧＩ）目標〕

連結営業利益率 １２％

連結ＲＯＡ（総資産経常利益率） ８％以上

連結ＲＯＥ（自己資本当期純利益率） １０％以上

　②中期的な経営戦略と数値目標

前記のＫＧＩを達成するために、当社グループは中期的な経営戦略として、2022年度を始期とする３か年の中期

経営計画「Value-Up2024」を策定し、各機能ごとに基本方針を掲げ取り組んでまいります。

販売・マーケティング面におきましては、新規営業拠点開設等による海外の販路拡大に加え、デジタルマーケテ

ィングを活用したインサイドセールスの推進、プロモーション拡充により販売機会の創出を図ります。

サービス・品質面につきましては、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）活用によるサービス・品質改革

に加え、サービスパーツの即納体制整備、テクニカルセンターの拡充等により顧客目線に立ったサービスの強化を

進めてまいります。

　開発・調達・モノづくり面におきましては、モジュール化戦略により「開発～製造」プロセスにおける一気通貫

での付加価値を高めるとともに、顧客ニーズに対応した製品展開、調達リスク対応、生産性向上を図ります。

経営基盤・ＥＳＧ面では、基幹業務システムの更新による全社的ＤＸの推進、ＣＣＣ（キャッシュコンバージョ

ンサイクル）の改善によるキャッシュフロー創出、サステナビリティ経営による企業価値向上に向けた取組みを行

ってまいります。

中期経営計画（2023年３月期～2025年３月期の３ヶ年）の数値目標は以下のとおりです。

〔連結業績目標〕

2023年３月期 2025年３月期

連結売上高 28,000 百万円 31,000 百万円

連結営業利益 1,400 百万円 2,500 百万円

連結営業利益率 5.0 ％ 8.0 ％

連結ＲＯＡ 3.0 ％ 5.0 ％

連結ＲＯＥ 3.5 ％ 6.0 ％

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、日本基準(わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準)を適用しております。

なお、国際会計基準(ＩＦＲＳ)につきましては、わが国における適用動向を考慮の上、適切に対応していく方針で

あります
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,796,144 10,502,746

受取手形及び売掛金 4,883,335 －

受取手形 － 1,568,393

売掛金 － 5,289,518

電子記録債権 615,556 652,228

有価証券 1,000,000 500,000

商品及び製品 3,448,894 3,244,482

仕掛品 1,965,761 2,645,798

原材料及び貯蔵品 3,340,680 4,732,782

前払費用 153,896 234,540

未収入金 163,919 78,183

その他 375,161 875,341

貸倒引当金 △61,280 △70,831

流動資産合計 24,682,070 30,253,185

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,581,631 3,986,155

機械装置及び運搬具（純額） 1,339,989 1,355,929

土地 3,425,142 3,646,733

建設仮勘定 1,455,843 350,460

その他（純額） 437,779 655,999

有形固定資産合計 9,240,386 9,995,277

無形固定資産 22,331 114,432

投資その他の資産

投資有価証券 339,609 622,209

繰延税金資産 211,719 387,894

その他 146,658 176,662

貸倒引当金 △3,197 △3,382

投資その他の資産合計 694,789 1,183,383

固定資産合計 9,957,507 11,293,093

資産合計 34,639,578 41,546,278
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,540,283 5,271,844

電子記録債務 998,847 1,715,721

短期借入金 2,723,873 3,265,695

1年内返済予定の長期借入金 1,735,283 1,939,883

未払金 1,213,930 1,238,791

未払法人税等 87,767 250,197

未払事業所税 27,939 27,923

未払費用 81,963 101,596

賞与引当金 87,436 144,009

製品保証引当金 128,153 144,253

その他 614,477 1,600,120

流動負債合計 10,239,957 15,700,036

固定負債

長期借入金 3,051,948 3,000,671

繰延税金負債 259,432 290,511

退職給付に係る負債 770,867 744,498

資産除去債務 23,372 30,286

その他 16,403 15,214

固定負債合計 4,122,023 4,081,181

負債合計 14,361,980 19,781,218

純資産の部

株主資本

資本金 2,319,024 2,319,024

資本剰余金 1,568,289 1,568,289

利益剰余金 12,501,409 12,746,806

自己株式 △44,406 △211,282

株主資本合計 16,344,317 16,422,838

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 66,705 53,200

為替換算調整勘定 202,411 842,924

退職給付に係る調整累計額 △57,645 △22,043

その他の包括利益累計額合計 211,472 874,081

非支配株主持分 3,721,807 4,468,141

純資産合計 20,277,597 21,765,060

負債純資産合計 34,639,578 41,546,278
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 16,889,095 26,482,620

売上原価 13,067,682 19,933,191

売上総利益 3,821,413 6,549,429

販売費及び一般管理費 4,537,434 5,870,812

営業利益又は営業損失（△） △716,020 678,616

営業外収益

受取利息 18,640 17,586

受取配当金 5,092 4,973

受取賃貸料 15,892 33,990

助成金収入 245,196 223,871

その他 35,832 57,253

営業外収益合計 320,654 337,676

営業外費用

支払利息 42,694 67,671

為替差損 245,224 65,257

シンジケートローン手数料 6,998 23,021

その他 11,918 8,314

営業外費用合計 306,835 164,264

経常利益又は経常損失（△） △702,201 852,028

特別利益

退職給付制度終了益 32,743 －

特別利益合計 32,743 －

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△669,458 852,028

法人税、住民税及び事業税 186,742 220,349

法人税等調整額 △163,738 △94,589

法人税等合計 23,003 125,760

当期純利益又は当期純損失（△） △692,461 726,267

非支配株主に帰属する当期純利益 47,334 352,463

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△739,796 373,804
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △692,461 726,267

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 10,518 △13,504

為替換算調整勘定 102,656 1,146,518

退職給付に係る調整額 13,054 35,601

その他の包括利益合計 126,229 1,168,614

包括利益 △566,232 1,894,882

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △660,297 1,036,413

非支配株主に係る包括利益 94,065 858,469
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,319,024 1,568,351 13,405,047 △43,727 17,248,695

当期変動額

剰余金の配当 △163,841 △163,841

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△739,796 △739,796

自己株式の取得 △829 △829

自己株式の処分 △61 149 88

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － △61 △903,637 △679 △904,378

当期末残高 2,319,024 1,568,289 12,501,409 △44,406 16,344,317

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 56,187 142,623 △66,837 131,973 3,754,076 21,134,745

当期変動額

剰余金の配当 △163,841

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△739,796

自己株式の取得 △829

自己株式の処分 88

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

10,518 59,788 9,191 79,498 △32,268 47,230

当期変動額合計 10,518 59,788 9,191 79,498 △32,268 △857,148

当期末残高 66,705 202,411 △57,645 211,472 3,721,807 20,277,597
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,319,024 1,568,289 12,501,409 △44,406 16,344,317

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△30,114 △30,114

会計方針の変更を反映

した当期首残高
2,319,024 1,568,289 12,471,294 △44,406 16,314,202

当期変動額

剰余金の配当 △98,292 △98,292

親会社株主に帰属す

る当期純利益
373,804 373,804

自己株式の取得 △166,875 △166,875

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 275,511 △166,875 108,635

当期末残高 2,319,024 1,568,289 12,746,806 △211,282 16,422,838

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 66,705 202,411 △57,645 211,472 3,721,807 20,277,597

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△30,114

会計方針の変更を反映

した当期首残高
66,705 202,411 △57,645 211,472 3,721,807 20,247,482

当期変動額

剰余金の配当 △98,292

親会社株主に帰属す

る当期純利益
373,804

自己株式の取得 △166,875

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△13,504 640,512 35,601 662,609 746,333 1,408,942

当期変動額合計 △13,504 640,512 35,601 662,609 746,333 1,517,578

当期末残高 53,200 842,924 △22,043 874,081 4,468,141 21,765,060
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△669,458 852,028

減価償却費 608,915 749,817

貸倒引当金の増減額（△は減少） △48,198 1,450

賞与引当金の増減額（△は減少） △57,705 56,573

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,931 8,377

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,550 －

製品保証引当金の増減額（△は減少） △40,243 10,867

受取利息及び受取配当金 △23,732 △22,560

支払利息 42,694 67,671

為替差損益（△は益） 32,046 6,102

売上債権の増減額（△は増加） 1,171,537 △2,103,611

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,073,174 △875,131

仕入債務の増減額（△は減少） △1,614,070 3,155,116

助成金収入 △245,196 △223,871

未払金の増減額（△は減少） △157,454 239,748

その他の流動資産の増減額（△は増加） 233,566 △422,581

その他の流動負債の増減額（△は減少） 182,775 980,987

その他 10,110 △124,648

小計 474,142 2,356,335

利息及び配当金の受取額 24,122 21,248

利息の支払額 △42,987 △68,137

法人税等の支払額 △280,685 △148,905

法人税等の還付額 35,182 125,921

助成金の受取額 245,196 223,871

営業活動によるキャッシュ・フロー 454,970 2,510,334

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △100,000

有価証券の償還による収入 100,000 －

投資有価証券の取得による支出 － △301,228

有形固定資産の取得による支出 △1,359,525 △1,235,855

有形固定資産の売却による収入 866 1,501

無形固定資産の取得による支出 － △64,446

定期預金の増減額（△は増加） △12,732 9,007

その他 15,397 △1,674

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,255,995 △1,692,695

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 907,400 176,441

長期借入れによる収入 2,765,965 2,316,006

長期借入金の返済による支出 △1,314,734 △2,404,604

配当金の支払額 △163,841 △98,292

非支配株主への配当金の支払額 △126,334 △112,135

自己株式の取得による支出 △829 △166,875

その他 △32,450 △40,982

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,035,177 △330,444

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,633 619,407

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,235,785 1,106,602

現金及び現金同等物の期首残高 8,560,358 9,796,144

現金及び現金同等物の期末残高 9,796,144 10,902,746
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、従来出荷時に収益を認識しておりました製品販売の一部について、検収時に収益を認識することとい

たしました。

また、販売手数料等の顧客に支払われる対価については、従来、販売費及び一般管理費として処理する

方法によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連

結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛

金」は、当連結会計年度より「受取手形」及び「売掛金」に含めて表示しております。

この結果、当事業年度の売上高は86,857千円減少し、売上原価は78,823千円増加し、販売費及び一般管

理費は69,359千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ96,321千円減少し

ております。また、利益剰余金の当期首残高は30,114千円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与

える影響はありません。

(追加情報)

(連結損益計算書)

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取賃貸料」は、営業外収益の総額の100

分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた51,724千円

は、「受取賃貸料」15,892千円、「その他」35,832千円として組み替えております。

(セグメント情報等)

【所在地セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

報告セグメントの決定方法等

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に工作機械の製造販売、関連するサービス及び技術サポートをしており、国内においては当社が、海

外においてはアジア(台湾、中国)、北米(アメリカ)の現地法人が、それぞれ担当しております。現地法人はそれぞ

れ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。

したがいまして、当社は、生産・販売体制を基礎とした所在地別のセグメントから構成されており、「日本」
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「アジア」「北米」の３つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表」と同一であります。

また、報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実

勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント 調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２日本 アジア 北米

売上高

外部顧客への売上高 8,634,634 6,610,827 1,643,633 － 16,889,095

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,218,981 1,426,325 38,500 △2,683,807 －

計 9,853,616 8,037,153 1,682,133 △2,683,807 16,889,095

セグメント利益又はセグメント
損失(△)

△1,174,220 316,320 13,924 127,955 △716,020

セグメント資産 20,812,395 15,839,815 1,290,949 △3,303,582 34,639,578

セグメント負債 6,802,675 7,777,276 685,997 △903,968 14,361,980

その他の項目

減価償却費 378,792 219,998 10,124 － 608,915

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

834,287 846,064 2,958 － 1,683,311

(注)１．セグメント利益、セグメント資産、セグメント負債の調整額は全てセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント 調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２日本 アジア 北米

売上高

外部顧客への売上高 14,504,166 10,139,529 1,838,924 － 26,482,620

セグメント間の内部
売上高又は振替高

884,490 2,153,141 206,920 △3,244,552 －

計 15,388,657 12,292,670 2,045,845 △3,244,552 26,482,620

セグメント利益又はセグメント
損失(△)

△143,347 809,181 100,021 △87,238 678,616

セグメント資産 21,694,714 21,962,287 717,935 △2,828,658 41,546,278

セグメント負債 7,739,117 12,368,708 108,480 △435,088 19,781,218

その他の項目

減価償却費 426,786 311,043 11,986 － 749,817

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

403,442 689,490 3,052 － 1,095,984

(注)１．セグメント利益又はセグメント損失(△)、セグメント資産、セグメント負債の調整額は全てセグメント間取

引消去であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
【関連情報】

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。
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２．地域ごとの情報

(1) 売上高
(単位：千円)

日本
アジア

北米 ヨーロッパ その他 合計
中国 台湾 その他

6,637,830 3,465,930 1,348,573 1,348,349 1,860,222 2,024,456 203,733 16,889,095

　(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

(単位：千円)

日本
アジア

北米 合計
台湾 中国 その他

5,034,626 2,543,765 1,335,158 1,319 325,515 9,240,386

３．主要な顧客ごとの情報
(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社山善 1,762,426 日本

当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高
(単位：千円)

日本
アジア

北米 ヨーロッパ その他 合計
中国 台湾 その他

9,584,928 5,785,406 3,014,691 1,934,830 2,940,415 3,171,183 51,164 26,482,620

　(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(追加情報)

　当連結会計年度より「アジア」における台湾の売上高は、連結貸借対照表の売上高の10％を上回ったため独立掲

記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の「２.地域ごとの情報（1）

売上高」の組替えを行っています。

(2) 有形固定資産

(単位：千円)

日本
アジア

北米 合計
台湾 中国 その他

4,854,310 3,531,052 1,258,189 1,015 350,709 9,995,277

３．主要な顧客ごとの情報
(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社山善 3,130,399 日本

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 2,526.48円 2,697.94円

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失
(△)

△112.89円 57.34円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失(△)の算定上の基礎は、以下のとおりであります

項目
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株
主に帰属する当期純損失(△)(千円)

△739,796 373,804

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利
益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する当期
純損失(△)(千円)

△739,796 373,804

普通株式の期中平均株式数(千株) 6,553 6,519

　


